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　産科医療においては産婦人科医の減少や少子化な
どの環境の変化がある中で，第 8次保健医療計画の
策定に向け，質の高い安全な周産期医療体制を維持
していくための今後の産科医療体制の在り方につい
て検討を行ってきた。その過程において，今年度よ
り新たに設置された「広島県周産期・小児医療協議
会及び部会」において「周産期医療対策」，「小児医
療対策」および「産科・小児科における医師確保対
策」について協議した。

Ⅰ．　産科医師数の現状と課題

　広島県における産科医師数は，ここ 20 年間におい
て増加していない。15-49 歳の女性人口 10 万人当た
りの医師数においては，診療所に勤務する産科医師
は 19.0 人（全国平均 16.7 人）であるが，病院に勤
務する産科医師は 26.2 人 （全国平均 30.0 人） で全国
平均を下回っている。また，広島県の分娩取扱医師

の偏在指数は 8.6（全国平均 10.6）と全国 41 位であ
り，下位の 33.3％の範囲にある（表 1）。特に広島
西医療圏，広島中央医療圏，福山・府中医療圏の 3
つの圏域が下位 33.3％の範囲に含まれている。すな
わち，総数として産科医師が不足しており，特に上
記の 3圏域に配慮しつつ，県全体で産科医師の確保
や地域偏在の解消を目指す必要があると考えられる。

Ⅱ．　産科医師確保のための対策

　医師の確保，育成に関しては，広島県地域医療支
援センターによる総合的な医師確保対策に加えて，
医療機関が支給する分娩手当などへの財政的な支援
を行い，処遇改善に取り組むことにより，医師の確
保と定着を図る必要がある。また，限られた医療資
源の重点化，集約化を図り，産科医療提供体制を維
持するとともに勤務環境の改善を推進する必要があ
る。

表 1　広島県の分娩取扱医師偏在指標
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